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11/5　千代田町民グラウンド千代田町酪農協議会

　

千
代
田
町
酪
農
協
議
会（
柿
原
徳
則
会
長
）は
、
毎
年
行
わ
れ
る
千

代
田
町
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
す
る
「
第
五
回
千
代
田
町
ま
つ

り
」へ
出
店
し
、
牛
乳
･
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
図
ろ
う
と
販
売
に

あ
た
っ
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
島
市
内
か
ら
帰

郷
し
た
方
や
地
元
の
町
民
が
集
ま
り
賑
わ
っ
た
。
会
員
に
加
え
、
柿

原
ち
と
み
さ
ん
、
河
野
久
仁
子
さ
ん
、
松
本
幹
子
さ
ん
は
会
場
内
を

走
り
回
り
、
乳
製
品
等
の
販
売
を
行
い
、
消
費
拡
大
に
あ
た
っ
た
。

雨
に
も
負
け
ず

「
乳
製
品
の
消
費
拡
大
」を
図
る

11/6　安佐南区民文化センター安佐南区民祭・農業祭出店

　

第
十
六
回
安
佐
南
区
民
祭
・
農
業
祭
が

開
催
さ
れ
、
平
奈
岐
佐
さ
ん
ら
地
元
酪
農

家
が
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
を
行
お

う
と
出
店
し
た
。

　

午
前
中
は
あ
い
に
く
の
雨
天
で
客
足
は

鈍
か
っ
た
が
、
午
後
か
ら
は
雨
も
上
が
り
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
販
売

し
た
。
応
援
に
あ
た
っ
た
広
酪
職
員
も「
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
」の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
着
用

し
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
と
一
緒
に
な
っ
て
「
消

費
者
へ
安
全
・
安
心
な
農
産
物
生
産
の
た

め
に
農
業
団
体
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
し

て
い
ま
す
」と
理
解
醸
成
活
動
に
あ
た
っ

た
。

　

会
場
に
は
松
井
広
島
市
長
も
訪
れ
、
出

展
者
を
激
励
し
、
こ
れ
を
見
た
会
員
の
平

奈
岐
佐
さ
ん
は
「
お
い
し
い
で
す
よ
、
こ

の
『
牛
乳
』ど
う
ぞ
…
」と
牛
乳
試
飲
を
勧

め
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
た
。

地
元
行
事
で
牛
乳
の
消
費
拡
大
を

呼
び
か
け
る
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11/8　三次市布野町西部地域組合員連絡協議会

11/15　竹原市西部ミルク会

　

会
昭
博
崎
岡
（会
議
協
絡
連
員
合
組
域
地
部
西

三
（場
牧
高
檜
て
し
加
参
が
名
九
ら
員
会、
は）
長

に
定
選
の
先
察
視
。
た
し
察
視
を）
町
野
布
市
次

、
し
眼
着
に
点
る
れ
ら
お
で
い
注
を
力
も
に
売
販

を
点
る
な
と
考
参
の
営
経
の
々
各
は
ら
者
加
参

く
深
意
注
を
明
説
の
氏
高
檜
と
う
そ
出
け
つ
見

。
た
い
て
れ
か
聞

　

か
ん
さ
祐

の
者
継
後
、
は
で
面
良
改
の
牛

侑

選
液
精
た
し
指
目
を
良
改
群
牛
い
強
の
腰
足
ら

を
価
評
の
ト
ン
レ
セ
ク
エ
で
査
審
群
牛
の
月
七

で
会
進
共
産
畜
県
島
広
の
月
十
、
や
牛
た
け
受

。
た
け
受
を
明
説
の
点
良
改
、
れ
さ
出

　

ら
か
氏
則
一
・
主
営
経
て
い
つ
に
売
販
肥
堆

度
制
払
支
接
直
域
地
間
山
中
は
で
域
地
同
、
は

有
や
付
交
金
成
助
の
布
散
肥
堆
で
定
協
各
の
で

向
傾
加
増
が
売
販
の」
米
り
わ
だ
こ
「
の
等
米
機

十
五
で
け
だ
場
牧
同
、
ら

ha

注
の
布
散
肥
堆
の

十
二
在
現
、
け
受
を
文

ha

明
説
と
た
し
了
完
を

。
た
け
受
を

　

　

戻
「
の
こ、
れ
さ
用
使
を」
肥
堆
し
戻
「
は
床
牛

と
る
す
合
混
に
肥
堆
て
し
と
菌
酵
発
を」
肥
堆
し

し
下
低
が
温
気
外
の
場
冬
、
み
進
が
酵
発
に
更

受
を
明
説
の
と
能
可
が
産
生
肥
堆
な
好
良
も
て

。
た
け

　

お
に
営
経
族
家
の
場
牧
高
檜
、
は
ら
者
加
参

管
牛
子
や
乳
搾
れ
ぞ
れ
そ
が
人
四
子
親
、
て
い

こ
る
い
て
れ
さ
担
分
を
業
作
く
良
率
効
ど
な
理

　

会
修
研
卵
精
受
た
し
催
開
般
先
、
は
で
食
昼

修
研
、
度
再
は
に
月
二
十
、
み
弾
が
題
話
の
で

管
養
飼
が
氏
裕
和
辺
渡
の
員
会
、
し
催
開
を
会

。
た
し
と
と
こ
う
行
を
表
発
験
体
の
理

喫
満
を」
都
京
小
の
芸
安
「　

点
観
の
疫
防
、
は）
長
会
子
博
田
方
東
（会
ク
ル
ミ
部
西

市
原
竹
「
都
京
小
の
芸
安
、
め
や
り
取
を
察
視
農
酪
ら
か

。
た
し
問
訪
を」
区
地
存
保
群
物
造
建
的
統
伝
要
重

　

す
ま
い
て
い
続
が
況
状
農
酪
い
し
厳
「
は
長
会
田
方
東

　

話
の
都
京
小
の
芸
安
や
達
伝
の
勢
情
農
酪
、
は
で
中
車

。
た
し
喫
満
を
間
空
な
議
思
不
、
り
な
に
覚
感
な
う
よ
の
か

。
だ
ん
し
楽
を
事
食
で」
荘
川
茂
賀
「
は
後
の
そ

激
感
に」
営
経
族
家
「
と」
良
改
の
牛
「

修
研
察
視
地
進
先
内
県

（檜高侑祐さんから改良ポイントの説明を受ける会員）



12

2011年（平成23年）12月〔№213〕

11/10　ＮＯＳＡＩ西部北広島町酪農団体連絡協議会

　

北
広
島
町
酪
農
団
体
連
絡
協
議
会（
斉
藤
正

和
会
長
）は
、
北
広
島
町
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
斉
藤
会
長
は
「
意
見
交
換

会
に
あ
た
っ
て
、
日
頃
感
じ
る
酪
農
家
の
思
い

と
、
町
の
意
見
を
聞
き
、
共
に
畜
産
業
の
発
展

を
模
索
し
て
行
き
た
い
」と
挨
拶
。

　

北
広
島
町
の
佐
渡
産
業
課
長
か
ら
は
「
畜
産

振
興
の
基
本
方
針
『
北
広
島
町
農
業
振
興
計

画
』の
説
明
を
受
け
た
。
自
給
飼
料
確
保
に
あ

た
っ
て
輸
入
穀
物
価
格
の
高
騰
が
酪
農
経
営

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
自
給
飼

料
の
増
産
対
策
や
、
水
田
の
機
能
保
全
を
併
せ

持
つ
飼
料
稲
の
推
進
を
行
い
た
い
。

　

コ
ス
ト
低
減
や
省
力
化
に
は
、
広
酪
の
牛
群

検
定
事
業
を
利
用
し
た
個
体
管
理
に
よ
っ
て
、

牛
の
能
力
向
上
か
ら
生
乳
生
産
の
向
上
を
図

り
、
新
規
就
農
者
支
援
制
度
に
関
し
て
は
、
後

継
者
育
成
の
観
点
か
ら
、
広
島
県
立
農
業
技
術

大
学
校
に
入
学
し
た
場
合
の
学
費
を
同
町
と

Ｊ
Ａ
広
島
北
部
が
折
半
で
助
成（
旧
芸
北
・
豊

平
町
は
広
島
市
農
協
の
た
め
同
農
協
の
助
成

は
無
い
）。

　

就
農
一
時
金
や
就
農
研
修
に
係
る
費
用
も

対
象
と
す
る
な
ど
、
町
独
自
の
取
り
組
み
が
伝

え
ら
れ
た
。

　

参
加
し
た
酪
農
家
か
ら
、「
町
は
Ｕ
タ
ー
ン
・

Ｉ
タ
ー
ン
を
勧
め
る
事
業
を
実
施
し
、、
人
口

増
加
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
酪
農
に
お
い
て
も

後
継
牛
を
育
て
る
自
家
育
成
を
行
い
、
生
産
基

盤
の
強
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
状

の
助
成
に
加
え
て
、
後
継
牛
確
保
対
策
の
助
成

措
置
を
お
願
い
し
た
い
」と
強
く
要
望
し
た
。

11/16　広島市・大上牧場あきたかた酪農振興会

　

あ
き
た
か
た
酪
農
振
興
会（
槇
野
大
樹
会
長
）は
、
晴
天
の

も
と
会
員
ら
十
一
名
が
参
加
し
て
、
大
上
牧
場（
広
島
市
湯

来
町
）を
視
察
し
た
。

　

視
察
し
た
会
員
ら
は
、
時
間
を
要
す
る
搾
乳
と
飼
料
給
与

の
自
動
化
に
よ
る
時
間
短
縮
に
関
心
さ
れ
て
い
た
。。

　

特
に
乾
草
の
自
動
給
餌
機
は
、
大
上
氏
が
独
自
に
開
発
製

造
に
あ
た
り
、
技
術
者
の
一
面
を
目
に
し
て
大
変
素
晴
ら
し

い
と
絶
賛
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
大
上
氏
は
出
来
る
だ
け
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
等
で
省
力
化
し
「
ゆ
と
り
」を
持
つ
酪
農
を
心
が

け
、
余
裕
を
持
つ
こ
と
で
、
牛
も
人
間
も
事
故
が
な
く
な
る

と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
堆
肥
販
売
や
和
牛
受
精
卵
の
生
産

に
も
力
を
入
れ
ら
れ
、
会
員
は
大
変
興
味
深
く
質
問
さ
れ
て

い
た
。

　

帰
路
の
車
内
で

は
、
大
上
牧
場
と

酪
農
の
話
題
も
盛

り
上
が
り
、
槇
野

会
長
は
「
ゆ
と
り
の

時
間
を
大
切
に
明

日
か
ら
頑
張
っ
て

行
こ
う
」と
研
修
を

締
め
く
く
っ
た
。

搾
乳
・
給
餌
作
業
の

短
縮
に
ビ
ッ
ク
リ
！

北
広
島
町
酪
農
団
体
連
絡
協
議
会
と
町
の
意
見
交
換
会

町
と
酪
農
家
が
同
調
し
て
畜
産
発
展
を
め
ざ
す
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11/11　鳥取県境港　｢民宿小浜荘・境港おさかなセンター｣甲奴郡酪農組合

11/12 〜 13 ＪＡ三次本所

　

甲
奴
郡
酪
農
組
合（
伊
達

薫
組
合
長
）は
、
組
合
員
間

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
鳥
取
県
境
港
の

民
宿
小
浜
荘
と
境
港
お
さ

か
な
セ
ン
タ
ー
へ
の
日
帰

り
研
修
会
を
行
い
、
会
員

ほ
か
二
十
一
名
が
参
加
し

た
。

　

当
日
の
移
動
中
や
食
事

の
時
間
は
、
伊
達
組
合
長

を
筆
頭
に
会
員
の
軽
快
な

ト
ー
ク
で
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
と
な
り
、
笑
い
の

絶
え
な
い
楽
し
い
ひ
と
と

き
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
ひ
と
た
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
話
題
が
持
ち
上
が
る
と
、
参
加
者
の
顔
も
引

き
締
ま
り
、
真
剣
な
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

民
宿
「
小
浜
荘
」で
は
地
元
の
新
鮮
な
海
の
幸
を
堪
能
し
、
境
港
お
さ
か
な
セ

ン
タ
ー
で
は
家
族
へ
の
お
土
産
も
買
い
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

和
や
か
で
笑
い
の
あ
る
中
に
真
剣
な
話
題
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
研
修
旅
行

は
、
普
段
の
メ
リ
ハ
リ
あ
る
酪
農
経
営
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
ら
は

楽
し
い
雰
囲
気
の
な
か
日
頃
の
疲
れ
を
癒
す
有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
三
次
ふ
る
さ
と
祭
・
食
と
農
の
祭
典

「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1
」出
展

　

生
産
者
と
消
費
者
が
ふ
れ
あ
い
、
そ
し
て
、「
食
」と
「
農
」に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
Ｊ
Ａ
三
次
ふ
る
さ
と
祭
が
開
催
さ
れ
、
広
酪
も
出
店
し

た
。

　

主
催
す
る
Ｊ
Ａ
三
次
は
、
平
成
二
十
三
年
度
が
合
併
二
十
周
年
の
節
目
に
あ

た
り
、
ま
た
、
来
年
の
国
際
協
同
組
合
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
県
内
の
協

同
組
合
と
連
携
し
て
、
来
場
者
に
第
一
次
産
業
の
大
切
さ
を
訴
え
た
い
と
の
観

点
か
ら
、
広
酪
は
「
協
同
組
合
テ
ン
ト
村
」に
二
日
間
出
展
し
た
。

　

会
場
で
は
Ｊ
Ａ
三
次
各
支
店
か
ら
野
菜
や
米
の
他
に
、
女
性
部
に
よ
る
特

産
加
工
品
の
販
売
や
米
粉
を
活
用
し
た
農
商
工
連
携
に
よ
る
パ
ン
ケ
ー
キ
等
、

五
十
二
団
体
の
出
店
が
あ
り
、
広
酪
は
県
内
産
の
証
「
サ
ン
マ
ー
ク
表
示
」の
パ

ネ
ル
展
示
と
共
に
、
県
産
牛
乳
の
「
げ
ん
き
牛
乳
」・
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｕ
の
「
手
作
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」や
「
七
塚
バ
タ
ー
」、
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
チ
ー

ズ
な
ど
の
牛
乳
・
乳
製
品
の
販
売
促
進
を
行
っ
た
。

　

二
日
目
に
は
、
村
上
光
雄
組
合
長（
Ｊ
Ａ
三
次
）が
「
十
一
日
夜
、
残
念
な
が

ら
野
田
首
相
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け

て
取
り
組
む
方
針
を
発
表
し
た
が
、
我
々

Ｊ
Ａ
は
断
固
と
し
て
反
対
す
る
意
志
を
貫

き
た
い
！
」と
熱
く
語
ら
れ
た
。

　

そ
の
他
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元
神
楽
や

子
ど
も
太
鼓
等
、
様
々
な
行
事
が
催
さ
れ
、

イ
ベ
ン
ト
終
了
時
に
は
恒
例
の
福
ま
き（
餅

ま
き
）が
行
わ
れ
た
。
沢
山
の
来
場
者
に
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
両
日
共
に
好
天
の

下
、
二
日
間
で
約
一
万
人
も
の
来
場
者
が

あ
り
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

し
っ
か
り
親
睦
、酪
農
経
営
に

も
メ
リ
ハ
リ
が
大
事
！



14

2011年（平成23年）12月〔№213〕

11/16　尾道市・因島世羅郡酪農振興協議会

　

世
羅
郡
酪
農
振
興
協
議
会（
鈴
木
道
弘
会
長
）は
、
こ
の
時
期
恒
例
の
「
み
か

ん
狩
り
」に
併
せ
研
修
会
を
開
催
し
、
十
一
名
が
参
加
し
た
。

　

車
中
で
は
、
鈴
木
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
東
部
家
畜
診
療
所
の
市
場
獣

医
師
に
よ
る
「
ア
カ
バ
ネ
病
の
感
染
防
止
」、「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
必
要
性
と
効

果
」な
ど
の
説
明
を
聞
き
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
世
羅
と
広
酪
東
部
事
業
所
か
ら
は
伝

達
事
項
を
伝
え
、
バ
ス
は
一
路
因
島
の
万
田
酵
素
の
工
場
へ
。

　

参
加
者
ら
は
、
数
多
く
の
植
物
の
チ
カ
ラ
が
凝
縮
し
た
万
田
酵
素
パ
ワ
ー

の
源
を
工
場
や
農
園
で
見
学
し
、
新
し
い
農
業
発
展
の
未
来
を
空
想
し
た
様

子
で
あ
っ
た
。

　

昼
食
は
、
因
島
大
橋
の
下
で
海
を
背
景
に
上
品
な
御
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ

い
の
談
話
で
時
間
を
過

ご
し
、
近
く
の
丘
台
に

あ
る
岡
野
農
園
で
み
か

ん
の
摘
み
取
り
方
や
美

味
し
さ
の
秘
訣
を
教
え

て
頂
き
な
が
ら
、
秋
晴

れ
の
空
の
下
の
ど
か
な

海
を
眺
め
た
。

　

大
変
有
意
義
な
親
睦

交
流
会
と
な
っ
た
。

11/19　宮島千代田町酪農協議会

　

千
代
田
町
酪
農
協
議
会（
柿

原
徳
則
会
長
）
年
々
会
員
が
減

少
す
る
中
で
「
家
族
も
一
緒
に

参
加
で
き
る
親
睦
旅
行
を
行
お

う
」と
の
意
見
か
ら
、
今
年
は

夫
婦
や
家
族
揃
っ
て
十
八
名
の

会
員
ら
が
参
加
し
た
。

　

柿
原
会
長
は
「
皆
さ
ん
の
お

陰
で
一
年
間
、
無
事
過
ご
す
こ

と
が
出
来
た
。
ま
た
、
先
般
の

千
代
田
町
祭
り
に
協
力
頂
き
感

謝
す
る
。
来
年
も
元
気
で
活

力
あ
る
年
に
し
た
い
」と
来
年

へ
の
意
気
込
み
を
交
え
挨
拶
し

た
。
紅
葉
に
は
ま
だ
早
い
安
芸

の
宮
島
で
、
和
気
あ
い
あ
い
に

語
り
合
い
な
が
ら
昼
食
し
、
参

加
者
ら
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　

土
曜
日
と
あ
っ
て
多
数
の
観
光
客
が
あ
る
中
、
柿
原
会
長
は
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
」ト
レ
ー
ナ
ー
を
着
用
。
黄
色
の
ト
レ
ー
ナ
ー
は
多
く
の
人
の
目
に
触

れ
、
す
れ
違
う
人
か
ら
「
頑
張
っ
て
下
さ
い
」と
の
声
援
を
受
け
関
心
を
集
め
て

お
ら
れ
た
。

　

こ
の
ミ
ル
ク
の
旅
に
、
孫
と
ひ
孫
を
連
れ
て
参
加
さ
れ
た
新
谷
弘
知
さ
ん
は

「
こ
う
し
た
機
会
を
与
え
て
頂
き
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
」と
述
べ
ら

れ
、
大
変
楽
し
そ
う
に
一
日
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
た
。
参
加
し
た
子
供
達
は
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
水
族
館
で
目
を
輝
か
せ
て
は
し
ゃ
ぎ
回
り
、
和
や
か
な
ミ
ル

ク
の
旅
と
な
っ
た
。

家
族
あ
っ
て
の
酪
農

水
族
館
を
楽
し
む
『
ミ
ル
ク
の
旅
』

み
か
ん
狩
り
と
研
修
の

セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
「
日
帰
り
研
修
会
」
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11/24　みよし運動公園双楽会

11 ／ 28　東部事業所東部管内酪農活性化連絡協議会

　

双
楽
会（
温
泉
川
寛
明
会

長
）は
、
突
風
が
吹
く
な
か

会
員
二
十
七
名
が
参
加
し
て

恒
例
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
た
。

　

温
泉
川
会
長
は
、「
日
本

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け

て
表
明
し
た
こ
と
か
ら
、
酪

農
情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
い

状
況
に
向
か
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
し
か
し
、
苦
し
い

時
こ
そ
地
域
の
団
結
が
必
要

で
あ
る
」と
会
員
ら
を
勇
気

付
け
る
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

参
加
者
ら
は
「
ワ
ー
ッ
、
入
っ
た
！
お
ー
い
、
わ
し
の
ボ
ー
ル
何
処
へ
行
く

ん
じ
ゃ
！
」な
ど
と
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
突
風
が
吹
い
て
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が
倒

れ
る
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

　

優
勝
は
、
ハ
イ
ス
コ
ア
で
山
本
武
組
合
長
が
栄
光
を
つ
か
み
、
そ
の
後
の
「
三

次
ワ
イ
ナ
リ
ー
」で
の
表
彰
式
と
親
睦
会
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

東部地域の
活性化を目指す
地元理事との
意見交換

　東部管内活性化推進委員 11 名と広酪の地元役員 2名は、東部管内の行事や青年部への助成、

意見交換を目的に会合の場をもった。

　出席者からは、県共進会の在り方や後継者育成、新規就農に対する助成金や手続き方法、広酪

に対する指導の充実や要望、雌牛の買い上げや預託事業など様々な意見を寄せられ、これを受け

て、地元理事は必要に応じて理事会に持ち上げていきたいとして、充実した意見交換会となった。

山
本　

武
組
合
長　

栄
光
に
輝
く

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
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11/28　三次市役所三次市酪農振興会

　

三
次
市
酪
農
振
興
会（
橋
本
洋
資
会
長
）は
、
茨
木
宏
士
副

会
長
と
三
浦
正
道
委
員
と
共
に
、
三
次
市
長
と
議
長
を
訪
問

し
要
望
書
を
手
交
し
た
。

　

橋
本
会
長
は
「
酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
飼
料
高
騰
や

異
常
気
象
に
よ
る
自
給
粗
飼
料
収
量
低
減
、
猛
暑
に
よ
る
生

乳
生
産
量
の
減
少
・
疾
病
等
の
事
故
増
加
と
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
特
に
今
年
は
、
過
去
に
例
を
み
な
い
ア
カ
バ
ネ

病
の
生
後
感
染
症
に
よ
る
仔
牛
や
育
成
牛
、
成
牛
の
死
亡
等
、

酪
農
家
の
努
力
で
は
収
拾
が
つ
か
な
い
事
象
が
生
じ
た
。
今

回
、
要
望
す
る
中
で
も
特
に
ア
カ
バ
ネ
病
予
防
対
策
を
い
ち

早
く
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
市
長
、
議
長
に
要
望
さ
れ
た
。

　

増
田
和
俊
市
長
か
ら
は
「
ア
カ
バ
ネ
病
予
防
対
策
に
関
し
て

は
、
経
費
の
三
分
の
一
を
助
成
す
る
よ
う
平
成
二
十
四
年
度

予
算
で
対
応
し
て
は
ど
う
か
、
平
成
二
十
五
年
度
以
降
は
経

過
を
見
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
」と
前
向
き
な
検
討
姿
勢
を
示

し
て
頂
い
た
。
生
産
基
盤
対
策
や
生
乳
生
産
対
策
に
関
し
て

は
課
題
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
地
域
別
生
産

状
況
の
推
移
を
示
し
、
三
次
市
の
産
業
部
門
で
も
コ
メ
に
次

い
で
生
産
金
額
が
大
き
い
こ
と
か
ら
「
し
っ
か
り
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
声
を
大
に
し
て
要
請
す
べ
き
」

と
力
強
い
言
葉
を
頂
い
た
。

　

木
村
春
雄
議
長
か
ら
も
「
全
国
的
に
ア
カ
バ
ネ
病
が
発
生
し

て
い
る
か
情
報
調
査
を
行
い
、
状
況
に
よ
っ
て
は
県
や
国
に

要
望
す
る
必
要
が
あ
る
。
生
乳
生
産
状
況
を
も
っ
と
P
R
す

べ
き
だ
。
一
時
的
に
措
置
を
講
ず
る
の
で
は
な
く
、
継
続
し

て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
り
た
い
」と
の
言
葉
を
受
け
た
。

12/6　庄原グランドホテル庄原みるくの会

三
次
市
長
・
議
長
に
要
請

橋本会長（左）が増田市長に要望書を提出木村議長（左）に要望書を提出

一
年
の
無
事
を
感
謝
し
締
め
く
く
る

会
員
親
睦
交
流
会
開
催

　

庄
原
み
る
く
の
会

（
大
田
美
鈴
会
長
）は

親
睦
会
を
行
っ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
大

田
会
長
は
「
今
年
も

無
事
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ

た
」と
挨
拶
。
林
美

智
子
さ
ん
の
乾
杯
発

声
で
開
宴
と
な
っ

た
。

　

会
は
終
始
和
や
か

で
笑
い
が
絶
え
ず
、

次
々
と
並
べ
ら
れ
る
料
理
に
「
美
味
し
い
け
ど
お
腹
が

い
っ
ぱ
い
」「
食
べ
き
れ
な
い
」と
言
い
な
が
ら
も
、デ
ザ
ー

ト
が
運
ば
れ
る
と
「
甘
い
も
の
は
別
腹
よ
ね
」と
冗
談
を

交
わ
し
な
が
ら
、
七
塚
バ
タ
ー
を
使
用
し
た
ケ
ー
キ
を
味

わ
っ
た
。

　

体
を
動
か
す
仕
事
柄
、
健
康
に
関
し
た
話
題
が
多
く
、

身
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
互
い
に
声
を
掛

け
合
い
、
締
め
く
く
っ
た
。
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11/30　NOSAI世羅支所三原市酪農振興協議会・世羅郡酪農振興協議会

11/29　西部事業所わきあいあい会

　

三
原
市
酪
農
振
興
協

議
会（
新
舎
和
久
会
長
）、

世
羅
郡
酪
農
振
興
協
議

会（
鈴
木
道
弘
会
長
）は
、

初
め
て
の
合
同
勉
強
会

を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ｉ
広
島
三
次
家
畜
診
療

所
の
桧
山
尚
子
獣
医
師

を
招
き
、
会
員
十
六
名

の
ほ
か
診
療
所
、
市
役

所
、
農
協
担
当
者
ら
が

参
加
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、「
実
行
前
に
仮
説
を
立
て
な
い
と
結
果
に
は
辿
り
着
け
な
い
」

を
視
点
に
お
い
た
、
関
節
炎
の
原
因
・
周
産
期
疾
病
の
原
因
・
乾
乳
管
理
と
牛

の
見
分
け
方
、
見
方
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
、
実
践
を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
説

明
を
参
加
者
ら
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

三
原
と
世
羅
地
域
で

初
の
合
同
勉
強
会
開
催

　

西
部
地
域
の
若
者
が
集
う
会
が
、
広
酪
西
部
事
業
所
会
議

室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

西
部
地
域
の
若
者
が
集
ま
る
語
ら
い
の
場
を
創
設
し
た
い

と
し
て
、
井
上
正
芳
さ
ん（
安
芸
高
田
市
甲
田
町
）が
発
起
人

と
な
っ
て
、
酪
農
後
継
者
や
若
手
診
療
獣
医
師
に
呼
び
か
け
、

こ
の
ほ
ど
十
四
名
が
集
ま
っ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
井
上
さ
ん
は
「
広
酪
の
会
議
や
地
域
の
会

議
等
に
は
親
が
出
席
し
て
い
る
が
、
親
と
は
違
っ
た
目
線
で
、

若
い
後
継
者
ら
が
集
い
、
色
々
な
こ
と
で
意
見
交
換
を
行
う

場
を
作
り
た
い
」と
挨
拶
。
出
席
者
は
、
井
上
さ
ん
の
意
見
に

同
調
す
る
と
共
に
、
会
の
名
称
を
「
わ
き
あ
い
あ
い
会
」と
し

て
、
今
後
、
東
部
管
内
酪
農
青
年
部
の
規
約
を
参
考
に
し
て

整
備
し
正
式
発
足
さ
せ

る
こ
と
を
ま
と
め
た
。

世
話
人
は
、
会
長
に
井

上
正
芳
さ
ん
・
副
会
長

兼
会
計
に
東
方
田
了
一

さ
ん
・
監
事
に
は
西
原

嘉
一
さ
ん
を
選
ん
だ
。

　

次
回
は
、
忘
年
会
を

十
二
月
十
四
日
に
開
催

し
、
会
員
か
ら
の
意
見

を
集
約
し
て
今
後
の
具

体
的
活
動
を
協
議
し
て

行
く
こ
と
と
し
た
。

若者が集う「わきあいあい会」発足へ
親とは違った目線で…


